第 1 号 





平成 28 年 熊本 地 岩 で 被災 され た 皆様 に 、 心から お 見 舞い 申し 上 げ ま す 。 
機構 会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
本 号 で は 、 去る 7 月 22 日 に 開催 し まし た 、 平成 28 年 度 総会 及び 第 1 回 ラウ ンド テー ブル の 概要 に つい て ご 報告 し ます 。 


平成 2 8 年 度 総会 | 


平成 28 年 7 月 22 日 ( 金 ) の 15 時 か ら 、 盛 岡市 の サン セー ル 盛 岡 に お いて 、 機 構 会 員 ほ か % 約 110 名 の 参 
加 の も と 、 平成 28 年 度 総会 を 開催 し まし た 。 総 会 で は 、 平 成 27 年 度 活動 実績 の 報告 及び 平成 28 年 度 活動 
計画 に つい て 承認 され まし た 。 

また 、 総 会 第 2 部 で は 、 東 京 大 学 社会 科学 研究 所 玄田 有史 教授 に 「 地 域 の ゆたか さ を 考 える ~ 希 望 と 幸 
福 に つい て <.」 と 題し て 講演 いた だ きま し た 。 
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平成 2 8 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル | 


会 終了 後 、 同 会 場 に お いて 、 平 成 28 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル を 開催 し まし た 。 





【 デ ィ ス カッ ショ ン 】 テー マ 地域 の あの た かさ に つい て 

今回 の ディ スカ ッ シ ョ ン で は 、 玄田 教授 に よる 地域 の ゆたか さ に 関す る 講演 の ほか 、 岩 手 県 が 現在 進め て 
いる 「 幸 福 に 関す る 指標 」 導 入 の 検討 状況 の 説明 を 踏ま え 、 地域 の ゆたか さや 岩手 の 価値 観 等 に 焦点 を 当て 
て 、 ラ ウン ド テ デ テー ブル メン バー に よる 意見 交換 が 行わ れ ま し た 。 玄田 教授 還 の 同席 いた だ 















































さま し た 。 
議論 の 中 で 、 米 谷 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 2 | は 、 地域 の ゆたか さ を 論 じ る に は 地域 の コミ ュ ニ ティ 、 そし 
て 0 点 が 重要 で ある 記 、 また 、 高橋 岩手 4 ee よ 、 幸福 や ゆたか さ を 




















広げ て いく た め に は 気づき と 自信 が 重要 、 岩手 の 素晴らし 資源 や ゆたか さ に 気づき 、 発掘 し そし て 磨き を か 
け て いく 。 内 H 信 を 持っ て 広げ 、 強く し て いく こと を 真剣 に 考え る こと が 必要 で ある と の 発言 が な され まし 
た 。 半 渕 岩 大 学長 か ら も 、 幸福 や ゆたか さ を い か に 実感 し 感じ て いく か が 重要 、 そ の た め に も 岩手 に 住む 者 
が 自信 と 誇り 、 アイ デン ティ ティ を 持つ こと が 重要 と 発言 され まし た 。 
また 鈴木 県 大 学長 は 、 地方 久生 の も と で 幸福 や ゆたか さ の 追求 に 当たっ て は 、 共生 、 協 働 性 が 重要 。 住民 
自ら が 主役 は 自分 だ と いう 意識 を 持っ て 、 住民 参加 に よる 様々 な 取組 を 進め て いけ れ ば と 述べ られ 、 ま た 、 谷 
村 県 商工 会 議 所 連合 会 長 か ら は 、 岩手 の 幸福 度 を 。 * 電 ーー 
当 す に は ILC の 実現 で 、 そ の 実現 に より 新た な 産 
業 創出 や 国際 化 の 一 層 の 進展 の ほか 、 希望 と 未来 
も 生ま れ て くる と の 発言 が あり まし た 。 達 増 知事 か ら 
は 、 幸福 の 問題 は 地方 創 生 と の 関係 で 取り 組ま な 
けれ ば な ら な い 、 産学 官民 の 広がり の 中 で 、 真剣 に 
2 さや 幸福 等 に つい て 議論 し 取り 組ん で いる 
姿 を 示し て いく こと は 若い 人 た ち へ の アビ ピー ル に も 
つなが っ て いく と 発言 し て いま す 。 

































































































































































※ 総 会 及び ラウ ンド テー ブル の 概要 及び 資料 は 、 機構 の ホー ムペ ー ジ か ら 御 覧 くだ さい 。 


平成 28 年 度 活動 計画 


| 活動 方 針 





























1 本 機構 の 第 2 フェーズ (東日本 大 震 災 発 災 以 降 ) と し て 、 県 民 運 動 と 部 会 活動 等 に 取り 組み 、 
成果 を あげ る こと で 、 復 興 と その 先 に ある 希望 卿 いわ て の 実現 を 図る 。 
2 本 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図る た め 、 引 き 続 き 情報 発信 を 行う 。 

































































































































































































































































上 活動 計画 
1 県 民 運 動 の 推進 
県 民 運 動 主 な 取組 
2016 希望 卿 いわ て 国体 ・ 大 会 の 開催 に 係 | ・ 各 種 媒体 を 活用 し た 周知 ・PR 
る 協力 ・ 花 いっ ぱい や クリ ー ン アッ プ 等 の 県 民 運 動 へ の 参加 
・ ボ ラン ティ ア 参 加 者 の 掘り 起 し ・ 勧 振 
I LC 実現 に 向け た 取組 ・1 LC の 理解 増進 
・ 加 速 器 を は じ め と し た 関連 産業 へ の 参入 に 向け た 取組 
・ 関 係 各所 に 対す る 日 本 誘致 に 係る 働き か け 
・LCWS2016 (盛岡 ) へ の 開催 支援 
台湾 と の 定期 便 の 就航 ・ 総 会 や 印刷 物 等 で の 周知 ・P R 
・ 積 極 的 な 利用 や 勧奨 
平泉 世界 遺産 を 活用 し た 地域 振興 の 取組 | ・ 平 泉 に 関す る イベ ント や 講座 等 の 開催 ・ 参 加 
2 作業 部 会 の 活動 (7 部 会 ) 
部 会 名 【 担 当 機関 】 平成 28 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 
産業 復興 作業 部 会 沿岸 企業 ・ 産 業 の 復興 支援 
【 岩 手 大 学 】 ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 活 動 に 関す る 調査 ・ 分 析 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の あり 方 に 関す る 提言 取り まとめ 
医療 福祉 連携 作業 部 会 重層 的 見 守り に よる 地域 包括 ケア シス テム の 形成 
【 岩 手 県 立 大 学 】 ・ 外 部 資金 を 獲得 し た モデ ル シ ス テム の 実証 実験 
・ 普 及 活 動 と ネッ トワ ー ク 形成 
か け 橋 作業 部 会 復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 推進 
【 岩 手 県 】 ・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング の 推進 









































・ 復 興 関連 情報 の 発信 、 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 








作業 部 会 【 岩 手 銀行 】 





東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ | 人 材 育 成 (地域 リー ダー の 義成 ) 











・ 第 4 期末 来 創造 塾 の 開講 ・ 未 来 創造 塾 卒 塾生 に 対す る 支援 








復興 教育 作業 部 会 
【 岩 手 大 学 】 


いわ て の 復興 教育 プロ グラ ム の 推進 支援 
・ 復 興 教育 の 講師 を 派遣 する 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 推進 

































































石 岩手 県 】 


いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 | いわ て 復興 未来 塾 の 開催 























・ 復 興 の 担い 手 と な る 人 づく り の 観点 か ら 、 い わ て 復興 未来 塾 を 開催 


























【 岩 手 大 学 】 





ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 | 地域 を 担う 人 材 の 育成 と 地元 定着 の 推進 支援 








・COC+ 事 業 「 ふ る さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 」 の 推進 支援 























2016 希望 衝 い わ て 国体 ・ 大 会 の 成功 に 向け て ! 

















いよ いよ 、10 月 1 日 (中) か ら 希 望郷 いち や て 国体 9 月 4 日 か ら 先 行 し て 水泳 欧 技 開催 ) が 、 ま た 10 月 22 日 
か ら 希 望郷 いわ て 大 会 が 開催 され ます 。 
大 会 実行 委員 会 で は 、 国 体 ・ 






























































大 会 を みん な の 力 で 盛り 上 げ よ うと 、 一 人 ひと り が 身近 な と ころ で 、 で きる こと か ら 国 
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体 ・ 大 会 に 関わ っ て いた だ く こ と を 目的 と し て 、!130 万 人 で 参加 宜 言 」 の 取組 を 継続 中 で す 。 会 員 機 関 の 皆 様 に あっ て 


















































も 、 両 大 会 の 成功 に 向け て ぜひ 取組 を 進め て 参り まし ょ う 。 
上 記 取 組 に つい て の 詳細 は ホー ムペ ー ジ か ら ご 確認 くだ さい 。 http://www. iwate2016. jp/residents 





























いわ て 未来 づく り 機 構 事 務 局 か ら の お 知ら せ 


会 員 


員 各 機関 の 代表 者 、 担 当 者 、 












































〒020- -8570 盛岡 市 内 丸 10-1 
話 : 019-629-5215 (FAXO19-629-5254) E-mail : AAO001 @pref. iwate. jp 
ホー ムペ ー ジ httbp ://iwatemirai. com/ 
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メー ル ア ド レス 等 に 変更 が ある 場合 は 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 
岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 小 國 、 田 沼 ) 
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